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企業における効率化は、資料の作成に２⽇⽇費やすなどそれらの⾮効率性を、IT システム
の整備における企業経営のシステムかにおいて、１時間で求めなくてはいけない。 
 
これらは⽣産においても等しく、またビックデータにおける市場と企業のデータ管理は、IT
システムにおいてその分析を求め、企業⾏動の基盤として整備できるものである。 
 
また製品管理における全てのデータの管理体制は、流通や⼩売、⽣産における管理を実現で
きるのである。 
 
これら、IT 化とシステム化は、より優れた効率性を与え、作業の⽣産性基準の転換を実現
できるのである。 
 
これらは⼤幅なコストの削減であり、次世代という新しい企業基準と環境における新たな
企業経営体制への転換なのである。 
 
これらは、スマートビジネスやインダストリー４．０という現実下における、企業の転換で
あり、新しいビジネス現実への参加と基準の受け⼊れなのである。 
 
これらは次世代への転換が、企業へ新たな可能性を与える現実なのであり、これらは企業が
⾃らの独創性や創造性における未来という現実への参加を提案できるのである。 
 
これら新しい企業環境は、企業経営における新しい現実と可能性を有するのである。 
 
これらは明らかにコンピュータシステムの活⽤における新たな企業モデルへの転換であり、
これらがより優れた現実を有することにおいてそれらを排除できないのである。 
 
これらは新たな組織への転換を与え、これらは企業基準を転換し。新時代におけるスタンダ
ードにおける企業経営を可能として与えることができるのである。 
 
 


